（公表用）

岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年10月27日～
平成21年３月26日


　

２　事業者情報

	事業者名称：みちのくみどり学園
（施設名）　
	種別：児童養護施設

	代表者氏名：会　長　　藤澤　　昇
（管理者）　園　長　　藤澤　　昇
	開設年月日

　　　　　　昭和３２年６月１日

	設置主体：社会福祉法人 岩手愛児会
経営主体：社会福祉法人 岩手愛児会
	定員（利用人員）

　　　　　　　８０　名

	所在地：盛岡市上田字松屋敷11番地14　　　　　　　　　　TEL：０１９－６６３－３１７１
FAX：０１９－６６３－３１７１


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点
○地域養護の実践
心に様々な課題を抱えた子供たちの心の健全発達を促すためには、施設養護だけでは限界があり、ましてや８人１部屋の狭隘な居住スペースではなおさら難しいと園長の言葉。そこで地域の理解と協力のもとに全国に先駆けて、漁村や山村への転住やホームステイを積極的に行い、多くの人々との交流に触れ、心温まる家庭生活、そして厳しくもやさしい自然とのふれあいなど、子供たちの心を癒し、社会的自立への活力になっていることは、非常に高く評価される。
◇ 改善が求められる点

  ○理念と基本方針の周知徹底
　　　理念と基本方針の周知については、一部の資料に掲載されているが十分であるとは言いがたい。　
理念は、みちのくみどり学園の到達すべき目標である。基本方針は理念を具現化するための方針である。つまり当学園が行っている事業はすべて理念を達成するための行為である。したがって理念や基本方針は役職員みんなが理解しておくべきことであるので、施設内の必要箇所に掲示、施設紹介のしおり、学園だよりなどに掲載して外部に対しても積極的に公表及び周知することが望ましい。　　　


　

４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	当法人は、昭和32年にみちのくみどり学園を創設し「こどもこそ原点」の思想のもと、医療と福祉と教育

の連携による運営を行って参りました。今回の受審により、理念や基本方針の周知徹底とサービスの実践に伴

うマニュアル等の整備が課題になりましたので、これらの点を改善し、更に利用者のサービス向上を目指して

取り組んで参ります。


５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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